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2026 共通テスト直前対策問題集
出題構成

第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回

第 1問 三角関数 三角関数 図形と方程式，
三角関数 指数関数・対数関数 三角関数 対数関数

第2問 指数関数・対数関数 対数関数，
図形と方程式，定積分 対数関数 図形と方程式 図形と方程式 図形と方程式，

三角関数

第3問 微積分 三角関数，
微分法 微分法・積分法 微分法・積分法，

図形と方程式 微分法・積分法 微分法・積分法

第4問 数列 数列 数列 数列 数列 数列

第5問 統計的な推測 統計的な推測 統計的な推測 統計的な推測 統計的な推測 統計的な推測

第6問 平面ベクトル 空間ベクトル 空間ベクトル 平面ベクトル 空間ベクトル 空間ベクトル

第7問 複素数平面 複素数平面 平面上の曲線と
複素数平面

平面上の曲線と
複素数平面

平面上の曲線と
複素数平面

平面上の曲線と
複素数平面

第7回 第８回 第９回

第 1問 指数関数・対数関数，
式と証明・方程式 三角関数 三角関数

第2問 式と証明・方程式 図形と方程式 指数関数・対数関数

第3問 微分法・積分法，
図形と方程式

微分法・積分法，
図形と方程式 微分法・積分法

第4問 数列 数列 数列

第5問 統計的な推測 統計的な推測 統計的な推測

第6問 ベクトル 空間ベクトル 平面ベクトル

第7問 平面上の曲線と
複素数平面 複素数平面 平面上の曲線sam
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(注) この科目には，選択問題があります。

第１問 (必答問題) (配点 15)

kを実数の定数とし，θの方程式

2 cos

θ−2k−1cosθ− k= 0 …………�＊

を考える。

�＊ の左辺は

2 cos

θ−2k−1cosθ− k=  ア cosθ+ イ cosθ− k

と変形することができる。

⑴ k= 1 のとき，0 ≦ θ < 2π における�＊ の解は

θ = ウ ，

エ

オ
π，

カ

キ
π

である。ただし，

エ

オ
<

カ

キ
とする。

⑵ 0 ≦ θ < 2π において�＊ を満たす θの個数が 4であるような kの値の範囲は

クケ < k<
コサ

シ
，

コサ

シ
< k< ス

である。

(数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第１問は次ページに続く。)
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⑶ kは⑵で求めた範囲にあるとする。また，正の数 αは次の条件を満たしている

とする。

条件

0 ≦ θ < α において�＊ を満たす θの個数が 3である。

クケ < k<
コサ

シ
のとき，sinαのとり得る値の範囲は

セ  ソ

タ
≦ sinα< − チ − k



である。

また，sinαのとり得る値の範囲が −1 ≦ sinα< −
 3

2
となるような kの値

の範囲は ツ である。

ツ の解答群

⑩ −
1

2
< k< 0 ① −

1

2
< k≦ 0 ② −

1

2
≦ k< 0

③ 0 < k<
1

2
④ 0 < k≦

1

2
⑤ 0 ≦ k<

1

2

⑥ 0 < k<
 3

2
⑦ 0 < k≦

 3

2
⑧ 0 ≦ k<

 3

2
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第２問 (必答問題) (配点 15)

以下の問題を解答するにあたっては，必要に応じて６，７ページの常用対数表を用

いてもよい。

右の図は座標平面上で三つの曲線

= 2

， = 5


， =  1

3 


の位置関係を表したものである。グラフは

正確とは限らない。この三つの曲線のうち

= 2

を表す曲線は ア

= 5

を表す曲線は イ

=  1

3 


を表す曲線は ウ

である。

ア ， イ ， ウ については，最も適当なものを，上の図の⑩〜②のう

ちから一つずつ選べ。

k> 0 とする。座標平面上で

直線 = k と曲線 = 2

の交点をA

直線 = k と曲線 = 5

の交点を B

直線 = k と曲線 =  1

3 


の交点を C

とする。

(数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第２問は次ページに続く。)
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⑴ k= 5 のとき，二つの線分AB，BCの長さの大小は エ となる。

k> 1 を満たして kの値が変化するとき，二つの線分AB，BCの長さの大小は

オ 。

また，0 < k< 1 を満たして kの値が変化するとき，二つの線分AB，BCの長

さの大小は カ 。

エ の解答群

⑩ AB < BC ① AB = BC ② AB > BC

オ ， カ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

⑩ kの値にかかわらず AB < BC である

① kの値にかかわらず AB = BC である

② kの値にかかわらず AB > BC である

③ kの値によって変化する

⑵ 線分ABの中点を Pとする。k> 0 を満たして kの値が変化するとき，点 Pの

軌跡を方程式

= a


で表すことができる。ただし，k= 1 のとき P0，1とする。

この aの値をその小数第 2位を四捨五入して表すと キ . ク となる。

(数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第２問は次ページに続く。)
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第３問 (必答問題) (配点 22)

f は 3次関数である。座標平面において = f  のグラフは点 1，0を通

り，さらにこの点に関して対称である。また，f は = 0 で極小値をとる。

f 1 = ア ，f '0 = イ である。

また，2点 0，f 0と  ウ ，f  ウ は点 1，0に関して対称なので

f 0+ f  ウ 
2

= エ

が成り立つ。

f  = a


+ b


+ c+ d (a，b，c，dは実数で a 0)とすると

b= オカ a， c= キ ， d = ク a

であり，f は aを用いて

f  = a−1


− ケ − コ 

と表せる。また，a サ 0である。

サ の解答群

⑩ > ① <

(数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第３問は次ページに続く。)
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g = a  −1  


− ケ − コ  とする。

= g のグラフの概形は シ である。

シ については，最も適当なものを，次の⑩〜⑤のうちから一つ選べ。

(数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第３問は次ページに続く。)
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⑴ f の極小値が −2 のとき，gの極大値は ス 。また，g ≦ 0 とな

る の条件は セ である。

ス の解答群

⑩ 0 ① 1 ② 2

③ 1− 3 ④ 1+ 3 ⑤ 存在しない

セ の解答群

⑩ 「は任意の実数」 ① = 1，1± 3

② ≦ 1 ③ 1− 3 ≦ ≦ 1，1+ 3 ≦ 

④ ≦ 1− 3 ，1 ≦ ≦ 1+ 3 ⑤ 1− 3 ≦ ≦ 1+ 3

⑥ ≦ 1− 3 ，= 1，1+ 3 ≦ 

⑵ ≧ 0 とし

F =



f  t dt， G =




g t dt

とする。

0 ≦ ≦ 1 のとき，F+ G の値は ソ 。

1 ≦  とする。F+ G の値は = タ + チ のとき最大とな

る。

ソ の解答群

⑩ の値にかかわらず 0である

① の値にかかわらず 1である

② の値が増加すれば増加する

③ の値が増加すれば減少する

― 190 ―
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（下 書 き 用 紙）

数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃの試験問題は次に続く。
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第４問〜第７問は，いずれか３問を選択し，解答しなさい｡

第４問 (選択問題) (配点 16)

a = 3 であり，すべての自然数 nに対して

a = 2a+1

を満たす数列 aがある。

a = 7，a = 15 であり a = アイ である。また，数列 aの一般項は

a= 2
ウ

− エ n= 1，2，3，⋯

と表される。

ウ の解答群

⑩ n−2 ① n−1 ② n ③ n+1 ④ n+2

この数列 aを利用して，次のように数を並べる。

まず，初項が 1，末項が a，公差が 2の等差数列を作り，それを 1行目とする。次

に，初項が 1，末項が a，公差が 2の等差数列を作り，それを 2行目とする。同様

に，自然数 kに対して，初項が 1，末項が a，公差が 2の等差数列を作り，それを k

行目とする。

この数の並びの 1行目，2行目，3行目は次のようになる。

(1行目) 1，3，

(2行目) 1，3，5，7，

(3行目) 1，3，5，7，9，11，13，15，

⫶ ⫶

(数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第４問は次ページに続く。)
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⑴ この数の並びの 4行目には全部で オカ 個の数が並び，それらの和は

キクケ である。

nを自然数とする。この数の並びの 1行目から n行目に並んでいる数を全部加

えた和は

コ
サ

− シ

ス

である。

サ の解答群

⑩ n−2 ① n−1 ② n ③ n+1 ④ n+2

⑵ この数の並びを 1行目から順に見ていくとき，はじめて現れる 4桁の整数は

1001であり，それは

セ 行目の ソタチ 番目

にある。
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第４問〜第７問は，いずれか３問を選択し，解答しなさい｡

第５問 (選択問題) (配点 16)

以下の問題を解答するにあたっては，必要に応じて 17ページの正規分布表を用い

てもよい。

座標平面上の点 Pを次のような試行を繰り返して移動させる。

二つのサイコロA，Bを同時に振って，

二つとも 1の目が出たら 軸方向に +1，軸方向に +1だけ移動させ，

Aに 1の目，Bに 1以外の目が出たら 軸方向に +1だけ移動させ，

Aに 1以外の目，Bに 1の目が出たら 軸方向に +1だけ移動させる。

ただし，二つとも 1以外の目が出たら Pを動かさない。

以上を 1回の試行とする。

Pは初め原点にあるとする。

例えば，この試行を何回か繰り返して，サイコロAに関して 1の目が 回，サイ

コロ Bに関して 1の目が 回出たとき，Pの座標は ，となる。

⑴ この試行を 3回繰り返す。

Pの 座標が 2である確率は
ア

イウ
であり，Pの 座標が 1である確率は

エオ

カキ
である。よって，Pの座標が 2，1である確率は

ア

イウ
×
エオ

カキ
で

ある。

(数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第５問は次ページに続く。)
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⑵ この試行を 720回繰り返したとき，Pの 座標を X とする。

確率変数 X の平均(期待値)は クケコ ，標準偏差は サシ である。ここで，

試行回数 720は十分に大きいと考えられるので，Z =
X − スセソ

タチ
とおけば

Zは近似的に標準正規分布 N 0，1に従う。

これより，Pの 座標が 100 ≦ X ≦ 130 である確率は

P100 ≦ X ≦ 130 = 0. ツテト

である。

この試行を 720回繰り返したとき，P，が 100 ≦ ≦ 130 かつ

120 ≦ ≦ 140 を満たす長方形の周上または内部にある確率は 0. ナニヌ である。

(数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第５問は 17ページに続く。)
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（下 書 き 用 紙）

数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃの試験問題は次に続く。
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第４問〜第７問は，いずれか３問を選択し，解答しなさい｡

第６問 (選択問題) (配点 16)

三角形ABCにおいて辺ABを p⁚1− p に外分する点を Pとし，辺 CAを

q⁚1− q に外分する点を Q，辺 BCを 1⁚2に外分する点を Rとする。ただし，p，

qは 0 < p< 1，0 < q< 1，p
1

2
，q

1

2
を満たす実数とする。

AP

，AQ


，AR


をそれぞれ AB


，AC


，p，qを用いて表すと

AP

= ア AB


， AQ


= イ AC


， AR


= ウ AB


− AC



となる。

ア ， イ の解答群

⑩
p

2p−1
①

1− p

2p−1
②

p

1−2p
③

1− p

1−2p

④
q

2q−1
⑤

1− q

2q−1
⑥

q

1−2q
⑦

1− q

1−2q

⑴ 3点 P，Q，Rが同一直線上にあるとする。このとき，適当な実数 kを用いて

RQ

= k RP



と表せる。

このとき，p，qは エ を満たす。

エ の解答群

⑩ pq− p− q+1 = 0 ① pq+ p+ q−1 = 0

② pq−2p−2q+2 = 0 ③ pq+2p+2q−2 = 0

④ pq−3p−3q+3 = 0 ⑤ pq+3p+3q−3 = 0

(数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第６問は次ページに続く。)
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⑵ 三角形ABCの重心を G，三角形 PQRの重心を Gとする。

AG

=

オ

カ
AB


+

キ

ク
AC



であり，Gと Gが一致するとき

p=
ケ

コ
， q=

サ

シ

である。

さらに， AB
  = 2， AC

  = 3， AG
  = 1 であるとする。

このとき

AB

⋅ AC


= スセ

であり，三角形 PQRの面積は ソタ  チ となる。
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第４問〜第７問は，いずれか３問を選択し，解答しなさい｡

第７問 (選択問題) (配点 16)

座標平面上で




a
 +




b
 = 1 a> b> 0

の表す楕円 Eについて考える。ただし，a，bは定数である。

Eの二つの焦点は F ア ，0，F' − ア ，0 であり，E上の任意の点 Pに

対して

FP+F'P = イ

が成り立つ。

ア ， イ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

⑩ a ① 2a ② a


+ b


③  a


+ b


④ b ⑤ 2b ⑥ a


− b


⑦  a


− b


(数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第７問は次ページに続く。)
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太郎さんと花子さんは次の問題について考えている。

問題 楕円 E上の点 Pで，線分 FPの長さを最小にする点を求めよ。

太郎：点 Fを中心とする円で楕円 Eと共有点をもつもののうち，半径が最も小

さいものを考えてはどうだろう。

花子：そのときの円と楕円 Eの共有点が問題の答えの点だね。次の図１のよう

な Pが答えになるのかな。

太郎：次の図２のようになる場合の Pが答えかも知れないよ。

図１ 図２

花子：円と楕円 Eの位置関係を判定するのはたいへんだよ。線分 FPの長さを

直接求めてはどうだろう。

(数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第７問は次ページに続く。)
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P，とおくと 


= b
1−




a
  が成り立つので，線分 FPの長さを と定数

a，bを用いて表すと

FP = ウ

となる。このことから問題について エ ことがわかる。

ウ の解答群

⑩


a


− b


a





−2a+ a


+ b


① a−
 a


− b



a


②
 a


− b



a
− a ③

 a


+ b


a
− a

エ の解答群

⑩ a，bの値によって花子さんの予想(図１)が正しいことも，太郎さんの予想

(図２)が正しいこともある

① a，bの値によらず花子さんの予想(図１)が正しい

② a，bの値によらず太郎さんの予想(図２)が正しい

③ a，bの値によらず線分 FPの長さの最小値は存在しない
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【解答・採点基準】 (70分 100点満点)

問題
番号

（配点）
解答記号 正 解 配点

自己
採点

第１問

（15）

アcosθ+ イ 2cosθ+1 3

ウ，
エ
オ
π，
カ
キ
π 0，

2

3
π，

4

3
π 2

クケ <k<
コサ
シ

，

コサ
シ

<k<ス

−1<k<
−1

2
，

−1
2

<k<1

3

セ  ソ
タ

≦sinα<− チ −k
 − 3

2
≦sinα<− 1−k


3

ツ ⑤ 4

第１問 自己採点小計

第２問

（15）

ア，イ，ウ ②，①，⑩ 3

エ ⑩ 2

オ ⑩ 3

カ ⑩ 3

キ.ク 2.6 4

第２問 自己採点小計

第３問

（22）

f1=ア f1=0 1

f '0=イ f '0=0 1

ウ，fウ 2，f2 1

f0+fウ
2

=エ
f0+f2

2
=0 1

b=オカa，c=キ，d=クa b=−3a，c=0，d=2a 3



−ケ−コ 


−2−2 3

サ ① 1

シ ④ 3

ス ② 1

セ ⑥ 2

ソ ⑩ 1

=タ+ チ =1+ 3 4

第３問 自己採点小計

第４問

（16）

a=アイ a=63 1

ウ，エ ③，1 2

オカ個 16個 2

和はキクケ 和は 256 3

コ，サ，シ，ス 4，③，4，3 3

セ行目 9行目 2

ソタチ番目 501番目 3

第４問 自己採点小計

問題
番号

（配点）
解答記号 正 解 配点

自己
採点

第５問

（16）

ア
イウ

5

72
2

エオ
カキ

25

72
2

クケコ 120 2

サシ 10 2

X−スセソ
タチ

X−120

10
2

0.ツテト 0.819 3

0.ナニヌ 0.391 3

第５問 自己採点小計

第６問

（16）

ア ⑩ 1

イ ⑦ 1

ウAB

−AC


2AB


−AC

 1

エ ② 3

オ
カ

AB

+
キ
ク

AC
 1

3
AB


+

1

3
AC


1

p=
ケ
コ

，q=
サ
シ

p=
1

3
，q=

1

3
3

AB

⋅AC


=スセ AB


⋅AC


=−2 3

面積はソタ  チ 面積は 14 2 3

第６問 自己採点小計

第７問

（16）

ア ⑦ 4

イ ① 4

ウ ① 4

エ ② 4

第７問 自己採点小計

自己採点合計

(注) 第１問〜第３問は必答。第４問〜第７問のうち

から３問選択。計６問を解答。
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第１問 三角関数 (配点 15)

2 cos

θ−2k−1cosθ−k=0 …�＊

の左辺は

2 cos

θ−2k−1cosθ−k= 2 cosθ+ 1 cosθ−k …①

と変形することができる．

⑴ k=1 のとき，①により�＊ は

2 cosθ+1cosθ−1=0

となり，これより

cosθ=−
1
2
，1．

よって，k=1 のとき 0≦θ<2π における�＊ の解は

θ= 0 ，

2

3

π，
4

3

π．

⑵ ①により�＊ は

2 cosθ+1cosθ−k=0

となり，これより

cosθ=−
1
2
，k．

このことと 0≦θ<2π における cosθ=−
1
2
の解が

θ=
2
3
π，

4
3
π

の 2つであることより，0≦θ<2π において�＊ を満たす θの個数が 4 (個)

となるための条件は，0≦θ<2π において

例えば，原点を中心とする半径 1の

円が 2直線 =−
1
2
，=k と下図の

ように交わるとき，0≦θ<2π におい

て�＊ は異なる 4つの解をもつ．

このとき，0≦θ<2π における�＊

の解は，下図の矢印で表された 4つの

角となる．


cosθ=−

1
2
と cosθ=k が共通解をもたず，

かつ

cosθ=k が異なる 2つの解をもつ

こと，すなわち，座標平面上において


直線 =−

1
2
と直線 =k が一致せず，

かつ

原点を中心とする半径 1の円と直線 =k が異なる 2点で交わる

ことである．

したがって，0≦θ<2π において�＊ を満たす θの個数が 4 (個)となるよ

うな kの値の範囲は

−1 <k<
−1

2

， −
1
2

<k< 1 ．
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⑶ kが⑵で求めた範囲にあるとき，0≦θ<2π における cosθ=k の異な

る 2つの解を θ，θ (ただし，θ<π<θ)と表すことにする．

−1<k<−
1
2
のとき，0≦θ<2π における�＊ の解を小さい順に書く

と，

2
3
π，θ，θ，

4
3
π． 仮に α≧2π とすると，これら 4つ

の θは�＊ かつ 0≦θ<α を満たすの

で，条件は成り立たない．よって

0<α<2π である．

よって，−1<k<−
1
2
のとき，条件を満たす正の数 αの範囲は −1<k<−

1
2
のとき，条件を満

たす正の数 αの範囲は，角 αの動径

が下図の太線部分(白丸部分を除く)を

通るような αの範囲である．

なお，α=θ のとき，0≦θ<α に

おける�＊ の解は

θ=
2
3
π，θ

の 2つとなり，条件が満たされない．

これが白丸部分が除かれる理由であ

る．

「0≦θ<α の範囲に
2
3
π，θ，θ

は含まれるが，

4
3
πは含まれない」

ような αの範囲であり，そのような αの範囲は

θ<α≦
4
3
π．

この範囲で sinαは単調に減少するので，sinαのとり得る値の範囲は

sin
4
3
π≦sinα<sinθ． …②

ここで，cosθ=k，sinθ<0 であることから，

sinθ=− 1−cos

θ

=− 1−k

． …③

②，③および sin
4
3
π=−

 3
2
により，−1<k<−

1
2
のとき sinαの

とり得る値の範囲は

−  3

2

≦sinα<− 1 −k

．

次に sinαのとり得る値の範囲が −1≦sinα<−
 3
2
となる場合を考

える．

上で求めた sinαの範囲はこれと異なるので，−1<k<−
1
2
ではないこ
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とがわかる．つまり

−
1
2

<k<1．

このとき，0≦θ<2π における�＊ の解を小さい順に書くと，

θ，
2
3
π，

4
3
π，θ．

よって，−
1
2

<k<1 のとき，条件を満たす正の数 αの範囲は

「0≦θ<α の範囲に θ，
2
3
π，

4
3
π

は含まれるが，θは含まれない」

ような αの範囲であり，そのような αの範囲は

4
3
π<α≦θ． …④

以上のことと sin
3
2
π=−1，sin

4
3
π=sin

5
3
π=−

 3
2
により，sinα

のとり得る値の範囲が −1≦sinα<−
 3
2
となるのは，条件を満たす正

の数 αの範囲が④になり，かつ

αの範囲が④であり，かつ，

sinαのとり得る値の範囲が

−1≦sinα<−
 3
2

となるのは，④が下図の太線部分で

表されるような範囲になるときであ

る．

sinαの値が


−1となることがあり，

−
 3
2
以上とはならない

ことに注意しよう．

「④の範囲に
3
2
πは含まれるが，

5
3
πは含まれない」

場合である．これは

3
2
π≦θ<

5
3
π

となることと同じである．

この範囲で cosθは単調に増加するので

cos
3
2
π≦cosθ<cos

5
3
π．

cosθ=k であることと cos
3
2
π=0，cos

5
3
π=

1
2
により，sinαのとり

得る値の範囲が −1≦sinα<−
 3
2
となるような kの値の範囲は

0≦k<
1
2
．
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このとき −
1
2

<k<1 は満たされる．

したがって， ツ には ⑤ が当てはまる．

【参考】

−
1
2

<k<1 の範囲を

� −
1
2

<k<0， � 0≦k<
1
2
， �

1
2

≦k<1 k=cosθ である．

に分けて，④を満たす αの範囲とそれに対応する sinαの範囲を求めると次の

ようになる．

� −
1
2

<k<0 のとき．

④を満たす αの範囲を単位円上の弧で表すと，右図の太線部分となり，そ

の 座標のとり得る値の範囲は

− 1−k

≦sinα<−

 3
2

．

これは −1≦sinα<−
 3
2
に一致しない．

� 0≦k<
1
2
のとき．

④を満たす αの範囲は右の図のように表されるので，その 座標のとり

得る値の範囲は

−1≦sinα<−
 3
2

．

�
1
2

≦k<1 のとき．

④を満たす αの範囲は右の図のように表されるので，

−1≦sinα≦− 1−k

．

これは −1≦sinα<−
 3
2
に一致しない．

�，�，�により，sinαのとり得る値の範囲が

−1≦sinα<−
 3
2

となるのは，�の 0≦k<
1
2
の場合であることがわかる．
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第２問 指数関数・対数関数 (配点 15)

例えば =1 のとき

2

=2， 5


=5，  1

3 


=
1
3

である．これらの 座標の大小から

=2

を表す曲線は ② ，

=5

を表す曲線は ① ，

= 1
3 



を表す曲線は ⑩

とわかる．

⑴

2

=k とすると =logk (Aの 座標)． a>0，a1，>0 のとき

a

=

 =log．

5

=k とすると =logk (Bの 座標)．

 1
3 



=k とすると 3


=k となり −=logk．よって

=−logk (Cの 座標)．

したがって，k>1 のとき


AB=logk−logk，

BC=logk−−logk．
…①

底を 10に直すと

AB=
logk

log2
−

logk

log5
=logk 1

log2
−

1
log5 ， log=

log

log
．

ただし，aと は 1でない正の数，

>0．
BC=

logk

log5
+

logk

log3
=logk 1

log5
+

1
log3 ．

したがって，k>1 のとき

AB−BC=logk 1
log2

−
1

log3
−

2
log5 ． …②

k=5 とすると k=5 のとき

AB−BC

=log5−log5−2

<log8−log3−2

=3−1−2=0

としてもよい．

AB−BC=
log5
log2

−
log5
log3

−2．

常用対数表を用いると

AB−BC=
0.6990
0.3010

− 0.6990
0.4771

+2
を得る．ここで
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
0.6990
0.3010

<
0.9030
0.3010

=3，

0.6990
0.4771

+2>
0.4771
0.4771

+2=3

であるので，k=5 のとき AB−BC<0．よって 
0.6990
0.3010

< 3，

− 0.6990
0.4771

+2<−3

を辺々加えると

AB−BC<0．

AB<BC

となり， エ には ⑩ が当てはまる．

一方，k>1 のとき②において


logkの値はつねに正であり，

1
log2

−
1

log3
−

2
log5

は定数である．

1
log2

=3.322⋯，

1
log3

=2.095⋯，

1
log5

=1.430⋯

から

1
log2

−
1

log3
−

2
log5

=−1.63⋯

を導いてもよい．

したがって

「k>1 の範囲で AB−BC の正負は変わらない．」

いま k=5 のとき AB−BC<0 であったので

「k>1 の範囲でつねに AB−BC<0」

となる．つまり k>1 のときつねに

AB<BC

であり， オ には ⑩ が当てはまる．

0<k<1 のときも，A，B，Cの 座標は k>1 の場合と同じであるが，

A，B，Cの並び方は上の図のようになる．よって，このとき


AB=logk−logk，

BC=−logk−logk．

これらは k>1 の場合の①の 2つの式で右辺を −1倍したものであるの

で，AB−BC も k>1 の場合の式②の右辺を −1倍した式で表され

AB−BC=−logk 1
log2

−
1

log3
−

2
log5 ．

ここで，0<k<1 であるので


logk<0，

1
log2

−
1

log3
−

2
log5

は負の定数 k=5 のとき，②において


AB−BC<0，

logk>0

であった．

であるので，このときも AB−BC<0 となり

AB<BC．

よって， カ には ⑩ が当てはまる．
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⑵

線分ABの中点を P，とする． k=1 のときは，点A，点 Bはとも

に点 0，1となるが，そのときは

P0，1としている．

Alogk，k， Blogk，k

であるので


=

logk+logk

2
，

=
k+k

2
．

したがって

 =
1
2  logk

log2
+

logk

log5 ，
=k

となり，kを消去すると

=
1
2  1

log2
+

1
log5 log． …③ 点 P，はこの関係式を満たし

て動く．つまり，点 Pの軌跡は③で

表される．

一方，Pの軌跡を =a

と表すことを考えよう．この両辺の 10を底と

する対数をとると

log= loga．

③は

log=
2 log2⋅log5
log2+log5

⋅

と変形できる．これと上の等式は一致するので

loga=
2 log2⋅log5
log2+log5

．

ここで，log2+log5=log2⋅5=log10=1 であるので log+log=log，

loga=1．

ただし aは 1でない正の数で，

>0，>0．

loga=2 log2⋅log5

=2×0.3010×0.6990

=0.420798．

常用対数表により，これを満たす aは

2.63<a<2.64 log2.63=0.4200，

log2.64=0.4216．の範囲に存在する．aの小数第 2位を四捨五入した値は 2 . 6 と

なる．
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第３問 微分法・積分法 (配点 22)

fは 3次関数で


= fのグラフは点 1，0を通る，

= fのグラフは点 1，0に関して対称，

=0で極小値をとる．

…①

…②

…③

①から f1= 0 である．また③より f '0= 0 が必要であ

る．

関数 fが

=α で極値をとる

 f 'α=0

である．

②より 2点 0，f0， 2 ，f2を両端とする線分の中点が 1，0な

ので，座標に着目して

f0+f2
2

= 0

が成り立つ．

f=a

+b


+c+d (a，b，c，dは実数で a≠0)

とすると，f '=3a

+2b+c なので，f1=0，f '0=0 から

a+b+c+d=0，

c=0．

また，

f0+f2
2

=0 から f0=d，

f2=8a+4b+2c+d．
8a+4b+2c+2d

2
=0 つまり 4a+2b+c+d=0

なので，これらより

b=−3a， c=0， d=2a

となる．このとき

f=a

−3a


+2a

=a

−3


+2

なので，

f '=a3

−6

=a⋅3−2．

a>0，a<0 のときの fの増減はそれぞれ次のようになる．

a>0 のとき

 ⋯ 0 ⋯ 2 ⋯

f ' + 0 − 0 +

f ↗ 極大 ↘ 極小 ↗

a<0 のとき

 ⋯ 0 ⋯ 2 ⋯

f ' − 0 + 0 −

f ↘ 極小 ↗ 極大 ↘

③から fは =0 で極小値をとるので，上の表から a<0 である．

したがって，①，②，③を満たす fについて

b= −3 a， c= 0 ， d= 2 a

であり，fは aを用いて

f=a

−3a


+2a

f1=0 から fは −1 を

因数にもつ．

また

f=a−1

−3a−1

と変形できるので，実数 tに対して

f1+t=at

−3at，

f1−t=a−t

−3a−t

=−at

+3at

となり

f1+t+f1−t
2

= f1

が成り立つことがわかる．

よって，曲線 = f は

点 1，f1に関して対称となって

いる．

=a

−3


+2

=a−1
− 2 − 2 
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と表せる．また，a<0 から サ には ① が当てはまる．

g=a  −1 

−2−2 とすると，

 −1 =
−1 ≧1，

−−1 ≦1

なので，

g=
f ≧1，

−f ≦1

である．そこで，= f のグラフの概形を考える．

前出の増減表と，グラフが点 1，0に関して対称なことから = f のグ

ラフの概形は次の通りである．

f0=2a．

したがって，=g のグラフの概形は次の通り．

=−f のグラフの概形は次の

通り．

シ には ④ が当てはまる．

⑴ fの極小値は f0=2a なので，gの極大値は −2aである． f=a

−3a


+2a．

gは =0，2のとき極大値

−2aをとる．

fの極小値が −2のとき，2a=−2 から a=−1 (これは a<0 を満

たす)なので，gの極大値は −2×−1=2 である．よって， ス に

は ② が当てはまる．

また，g=0 となる を求めると，

a  −1 

−2−2=0

から

 −1 =0， 

−2−2=0

なので，=1，1± 3 である．=g のグラフから g≦0 となる 

の条件は

≦1− 3， =1， 1+ 3 ≦

であるから， セ には ⑥ が当てはまる．
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⑵

≧0 のとき

F=



ftdt， G=




gtdt

とすると，

F+G=



ft+gtdt

である．

0≦≦1 のとき，g=−f なので，ft+gt=0 0≦t≦1 か

ら

g=
−f ≦1，

f ≧1．

F+G=0

である．よって， ソ には ⑩ が当てはまる．

1≦ のとき，g= f なので

F+G=



ft+gtdt

=



ft+gtdt+




ft+gtdt

=0+



2ftdt

である．よって

d
d

F+G=F+G


=2f
d
d 




ftdt= f．

であり，≧1 における F+G の増減は次の通り．

F+G


の符号は fの

符号と一致する．

したがって，F+G は = 1 + 3 のとき最大となる．

第４問 数 列 (配点 16)

すべての自然数 nに対して

a=2a+1 …①

が成り立つ．

①に n=1 を代入し，a=3 を用いると a=2a+1=7．
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①に n=2 を代入すると a=2a+1=15．

①に n=3 を代入すると a=2a+1=31．

①に n=4 を代入すると a=2a+1= 63 ．

また，漸化式①から

a+1=2a+1． ①を

a−α=2a−α

と変形することを考える．

これを整理した式

a=2a−α

と①を比較すると

α=−1

を得るので，①は

a+1=2a+1

と変形される．

これがすべての自然数 nに対して成り立つので，数列 a+1 は公比が 2

の等比数列である．その第 n項は

a+1=a+12


=4⋅2


=2


となるので，

a=2


− 1 n=1，2，3，⋯ …②

と表される．よって， ウ には ③ が当てはまる．

⑴ a=31 であるから，与えられた数の並びにおいて，4行目は

1，3，5，7，⋯，31 31=2⋅16−1 であるから，これは

小さい方から 16番目の正の奇数．となり，4行目には 16 個の数が並ぶ．これら 16個の数の和は

161+31
2

=16

= 256 ．

初項 a，末項 ℓ，項数 nの等差数列

の和は
na+ℓ

2
．

a=2


−1 であるから，与えられた数の並びにおいて，k行目は

1，3，5，7，⋯，2


−1

となる．2


−1=2⋅2

−1 であるから，この k行目には 2


個の数が並び，

それらの総和は

2

1+2


−1

2
=

2

⋅2



2
=4


．

2

⋅
2


2
=2





=2


=4

．したがって，与えられた数の並びにおいて，1行目から n行目に並んでい

る数を全部加えた和は

4

+4


+4


+⋯+4


=

44

−1

4−1

=
4



− 4

3

初項 4，公比 4，項数 nの等比数列

の和．

初項 a，公比 r，項数 nの等比数列

の和は

 r1なら
a1−r




1−r
=
ar


−1

r−1
，

r=1なら na．

である．よって， サ には ③ が当てはまる．

⑵ 与えられた数の並びにおいて，n行目の最後の数 a=2


−1 がはじめ

て 4桁の整数となるのは n=9 の場合の

a=2

−1=1023

である．

また，1001=2⋅501−1 であるから

1001は正の奇数の中で小さい方から 501番目である．

以上により，はじめて現れる 4桁の整数は

9 行目の 501 番目

にある．
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第５問 統計的な推測 (配点 16)

1つのサイコロを振るとき，

1の目が出る確率は
1
6
，

1以外の目が出る確率は
5
6

である．

規則により，2つのサイコロA，Bを同時に振ったとき，点 P，が 点 Pの座標について，座標はサイ

コロAの目によって決まり，座標は

サイコロ Bの目によって決まる．

サイコロA，Bの目の出方は互いに

独立である．

点 +1，+1に移る確率は
1
6
×

1
6

=
1
36

，

点 +1，に移る確率は
1
6
×

5
6

=
5
36

，

点 ，+1に移る確率は
5
6
×

1
6

=
5
36

，

動かない確率は
5
6
×

5
6

=
25
36

である．

⑴ 2つのサイコロA，Bを同時に 3回振る．

このとき，点 Pの 座標が 2となるのは，サイコロAに関して 3回のう

ち 2回は 1の目が出て，1回は 1以外の目が出るときである．よって，その

確率は

1回の試行で事象 Aが起こる確率

を pとする．各回の試行が独立であ

るならば，この試行を n回繰り返し行

うとき，事象 Aがちょうど r回起こ

る確率は

C  p

1−p


．

C  1
6 



 5
6 



=3×
5

6
 =

5

72

である．

点 Pの 座標が 1となるのは，サイコロ Bに関して 3回のうち 1回は 1

の目が出て，2回は 1以外の目が出るときである．よって，その確率は

C  1
6 



 5
6 



=3×
5



6
 =

25

72

である．

したがって，点 Pの座標が 2，1となる確率は
5
72

×
25
72
である．

⑵ 2つのサイコロA，Bを同時に 720回振ったとき，点 Pの 座標を X と

すると，確率変数 X は二項分布 B720，1
6 に従う．

サイコロAを 720回振ったとき，1

の目が出る回数が X である．

よって，確率変数 X の平均(期待値) EXは 確率変数 X が二項分布 Bn，pに

従うとき，

EX=np，

VX=npq q=1−p．

EX=720×
1
6

= 120

である．また，分散 VXは

VX=720×
1
6
×1− 1

6 =100

なので，標準偏差 σXは

σX=  VX=  100= 10

である．
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ここで，試行回数 720は十分に大きいと考えられるので，確率変数 Zを

Z=
X−EX
σX

つまり

Z=
X− 120

10

とおけば，Zは近似的に標準正規分布 N0，1に従う．

ここで，

100≦X≦130

は

−2≦Z≦1

と同値変形されるので，

P100≦X≦130=P−2≦Z≦1

=P0≦Z≦2+P0≦Z≦1

と表される．正規分布表を使うと

P0≦Z≦2+P0≦Z≦1=0.4772+0.3413

=0.8185

なので，小数第 4位を四捨五入することにより

P100≦X≦130=0. 819

である．

点 Pの 座標を Y とすると，確率変数 Y は二項分布 B720，1
6 に従う

から，

サイコロ Bを 720回振ったとき，1

の目の出る回数が Y である．

EY =120， σY =10

である．確率変数 Z'を

Z'=
Y−120

10

と定めると，Z'は標準正規分布 N0，1に従う．

ここで，

120≦Y≦140

は

0≦Z'≦2

と同値変形されるので，

P120≦Y≦140=P0≦Z'≦2

=0.4772

である．

したがって，点 P，が座標平面上で 100≦≦130 かつ

120≦≦140 を満たす長方形の周上または内部にある確率は

P100≦X≦130×P120≦Y≦140

=0.8185×0.4772

2つの確率変数 X，Y は独立であ

る．

と表され，これを計算して小数第 4位を四捨五入することにより 0.8185×0.4772=0.39058820

である．0. 391
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を得る．

第６問 平面ベクトル (配点 16)

Pは辺ABを p⁚1−p に外分する点であるから

 1
2
<p<1 のときの図

0<q<
1
2
のときの図

0<p<
1
2
，

1
2
<q<1 の場合，図は

上と異なるが，同じ結果を得る．

AP

=

p
2p−1

AB

．

Qは辺 CAを q⁚1−q に外分する点であるから

AQ

=

1−q
1−2q

AC

．

Rは辺 BCを 1⁚2に外分する点であるから

AR

=

−2AB

+AC



1−2
= 2 AB


−AC


．

したがって， ア には ⑩ ， イ には ⑦ が当てはまる．

⑴ RP

=AP


−AR



=
p

2p−1
AB


−2AB


−AC

 

=
−3p+2
2p−1

AB

+AC


．

RQ

=AQ


−AR



=
1−q
1−2q

AC

−2AB


−AC

 

=−2AB

+

3q−2
2q−1

AC

．

3点 P，Q，Rが同一直線上にあるとき，適当な実数 kを用いて 2点A，Bが異なるとき

点 Pが直線AB上にある

 AP

=kAB


となる実数 k

が存在する．

RQ

=kRP



と表せる．これより

−2AB

+

3q−2
2q−1

AC

=

−3p+2
2p−1

kAB

+kAC


．

AB

と AC


は 1次独立であるから

2つのベクトルがともに零ベクト

ルでなく，互いに平行でないとき，

2つのベクトルは 1次独立であると

いう．


−2=

−3p+2
2p−1

k，

3q−2
2q−1

=k．

したがって

−2=
−3p+2
2p−1

⋅
3q−2
2q−1

から

22p−12q−1=3p−23q−2．

よって

pq−2p−2q+2=0． …�＊

これより， エ には ② が当てはまる．
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⑵ Gは三角形ABCの重心であるから

AG

=

1

3

AB

+

1

3

AC

． …①

Gは三角形 PQRの重心であるから

AG

=

1
3

AP

+

1
3

AQ

+

1
3

AR


=
1
3
⋅

p
2p−1

AB

+

1
3
⋅

1−q
1−2q

AC

+

1
3 2AB


−AC

 

=
5p−2

32p−1
AB


+

−q
32q−1

AC

． …②

Gと Gが一致するとき，①，②より


5p−2

32p−1
=

1
3
，

−q
32q−1

=
1
3
．

分母を払うと


5p−2=2p−1，

−q=2q−1

となる．

したがって

p=
1

3

， q=
1

3

． これらの値は�＊ を満たさないので，

3点 P，Q，Rは同一直線上になく，三

角形 PQRは成立している．これは，0<p<1，0<q<1，p≠
1
2
，q≠

1
2
を満たす．

 AG
 =1

より

 1
3

AB

+

1
3

AC
 =1．

両辺を 2 乗すると

 1
3

AB

+

1
3

AC
 



=1

．

したがって

1
9  AB

 


+
2
9

AB

⋅AC


+

1
9  AC

 


=1．

 AB
 =2， AC

 =3 であるから

1
9
⋅4+

2
9

AB

⋅AC


+

1
9
⋅9=1

となり

AB

⋅AC


= −2 ．

AP

=

p
2p−1

AB

，AQ


=

1−q
1−2q

AC

で p=

1
3
，q=

1
3
として，

AP

=−AB


， AQ


=2AC



となるので，三角形ABCと 3点 P，Q，Rは次の図のようになる．
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点 Pは辺ABを

p⁚1−p=
1
3
⁚
2
3

=1⁚2

に外分する．

同様に点 Qは辺 CAを 1⁚2に外分

する．

AB=AP から △PAC=△ABC，AC=CQ から △PAC=△PCQ な

ので，

△APQ=2△ABC．

同様にして，△BPR=△CRQ=2△ABC．

これより

△PQR=△ABC+△APQ+△BPR+△CRQ

=△ABC+3⋅2△ABC

=7△ABC．

ここで

△ABC=
1
2   AB

 


 AC
 



−AB

⋅AC





=
1
2
 2


⋅3


−−2



=
1
2
 32

=2 2

であるから

△PQR=7△ABC=7⋅2 2 = 14  2 ．

第７問 平面上の曲線 (配点 16)

楕円 Eの方程式は

b>a>0 のときの焦点の座標は

F0， b
−a

 ，F'0，− b

−a

 ．

FP+F'P=2b．




a
 +




b
 =1 a>b>0

であるから，焦点の座標は

F a
−b


，0， F'− a


−b


，0．

したがって， ア には ⑦ が当てはまる．

E上の任意の点 Pに対して，2 焦点から Pまでの距離の和が一定であるから

Aa，0とすると

FP+F'P=FA+F'A=a− a

−b

 +a−− a

−b

 =2a

が成り立つ．

したがって， イ には ① が当てはまる．

P，とおくと，Pは E上より




a
 +




b
 =1
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すなわち



=b

1− 


a
 

が成り立つ．

これを用いると，線分 FPの長さは

FP

=− a


−b

 


+


=

−2 a


−b


+a


−b


+b

1− 


a
 

=
a


−b



a
 


−2 a


−b


+a



=  a

−b



a
−a



より

FP=  a

−b



a
−a ． pを実数とする．

 p

= p ．

ここで，−a≦≦a と 0<  a

−b


<a であることから

 a

−b



a
−a<

a
a

⋅a−a=0．

よって

FP=a−
 a


−b



a
．

したがって， ウ には ① が当てはまる．

f=a−
 a


−b



a


点 Pの 座標が大きいほど

f=FP は小さくなる．

とおくと，fは単調減少であるから，−a≦≦a において，=a のとき

fは最小となる．

このとき，線分 FPの長さを最小にする Pの座標は a，0である．

したがって， エ には ② が当てはまる．
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